
月

日

主
な
県
の
対
応
等

H23

3

18

・ 

情
報
収
集
の
た
め
に
合
板
工
場
の
株
式
会
社
セ
イ
ホ
ク
を
訪
問

20

・ 

被
害
状
況
確
認
の
た
め
現
地
確
認
及
び
企
業
訪
問
を
開
始

24

・ 

関
係
団
体
の
意
見
・
要
望
聴
取
開
始

25

・ 

木
材
加
工
施
設
等
被
害
額
を
約
３
０
０
億
円
と
推
計
、28
日
の
災
害
対
策
本
部
会
議
に
て
報
告

30
！ 

被
災
し
た
合
板
工
場
、製
材
工
場
等
、被
災
事
業
体
の
現
地
調
査
、意
見
・
要
望
聴
取
開
始

4

6
！ 

林
野
庁
長
官
が
石
巻
を
視
察
、業
界
団
体
の
要
望
書
を
手
渡
す

18

・  
県
内
の
素
材
生
産
事
業
者
、木
材
加
工
関
連
事
業
者
等
の
関
係
団
体
を
訪
問
し
調
査
を
実
施
、復

旧
・
復
興
計
画
策
定
に
向
け
た
被
災
事
業
者
・
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換（
～
27
日
）

22

・ 

木
材
供
給
等
緊
急
対
策
事
業（
第
1
次
補
正
予
算
関
係
）に
向
け
た
事
前
要
望
等
打
合
せ
説
明
会　

開
催

28

・ 

林
野
庁
と
の
情
報
・
意
見
交
換

5

10

・ 

国
の
第
１
次
補
正
予
算
に
対
す
る
正
式
要
望
の
取
り
ま
と
め

20

・ 

合
板
用
県
産
材
の
供
給
等
に
係
る
調
整
会
議（
第
１
回
）を
開
催

6

10

・ 

第
１
次
補
正
予
算
に
よ
り
新
た
に
創
設
さ
れ
た「
木
材
供
給
等
緊
急
対
策
事
業
」に
つ
い
て
、　　
　
　

事
務
手
続
に
関
す
る
事
業
者
向
け
説
明
会
を
開
催

7

！  

木
材
供
給
等
緊
急
対
策
事
業
計
画
承
認
手
続
き
開
始

4

・ 

合
板
工
場
の
セ
イ
ホ
ク
が
原
木
受
入
れ
を
開
始

25

・ 

合
板
用
県
産
材
の
供
給
等
に
係
る
調
整
会
議（
第
２
回
）を
開
催

10

7
！  「
宮
城
県
の
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用
の
推
進
に
関
す
る
方
針
」策
定

18
！  「
み
や
ぎ
森
林
・
林
業
の
震
災
復
興
プ
ラ
ン
」策
定

11

2

・ 

合
板
用
県
産
材
の
供
給
等
に
係
る
調
整
会
議（
第
３
回
）を
開
催

4

・ 

木
材
加
工
流
通
施
設
等
復
旧
対
策
事
業（
第
３
次
補
正
予
算
関
係
）に
係
る
事
前
要
望
の　
　
　
　

取
り
ま
と
め

13
！  

県
議
会
選
挙
で
女
川
町
が
石
巻
産
合
板
を
選
挙
看
板
と
し
て
県
内
で
初
使
用

H24

1

6

・ 

国
の
第
３
次
補
正
予
算
に
対
す
る
最
終
要
望
を
取
り
ま
と
め
る

3

30
！  「
み
や
ぎ
材
利
用
拡
大
行
動
計
画
」改
定

4

27

・ 

合
板
用
県
産
材
の
供
給
等
に
関
す
る
検
討
会

6

15

・ 

復
興
住
宅
等
へ
の
木
材
利
用
を
明
記
し
た「
女
川
町
の
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用
の
推
進
に

関
す
る
方
針
」策
定（
以
降
、東
松
島
市
、石
巻
市
等
で
も
同
様
の
方
針
を
策
定
）

7

20

・ 

合
板
用
県
産
材
の
供
給
等
に
係
る
調
整
会
議

10

19

・ 

合
板
用
県
産
材
の
供
給
等
に
係
る
調
整
会
議

H25

4

23

・ 

合
板
用
県
産
材
の
供
給
等
に
関
す
る
検
討
会

7

19

・ 

合
板
用
県
産
材
の
供
給
等
に
係
る
調
整
会
議

10

5

・ 「
石
巻
地
元
工
務
店
協
同
組
合
」設
立

27

・ 

県
知
事
選
で
10
市
町
村
が
選
挙
看
板
で
石
巻
産
合
板
を
採
用

11

22

・ 

合
板
用
県
産
材
の
供
給
等
に
係
る
調
整
会
議（
次
年
度
以
降
も
定
期
的
に
開
催
）

H26

3

！   

木
材
加
工
工
場
の
復
旧
完
了
、製
品
出
荷
額
が
４
１
１
億
円
に

11

・ 

国
土
交
通
省
と
林
野
庁
が「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
公
表

H27

4

24

・ 「
復
興
木
材
供
給
対
策
間
伐
推
進
事
業
」創
設

7

14

・ 「（
仮
称
）宮
城
県
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
普
及
推
進
協
議
会
」設
立
に
向
け
た
勉
強
会
立
ち
上
げ

12

22

・ 「（
仮
称
）宮
城
県
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
普
及
推
進
協
議
会
」設
立
準
備
委
員
会
設
置

H28

2

2
！  「
宮
城
県
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
普
及
推
進
協
議
会
」を
設
立

年

2 1

森
林
資
源
が
豊
富
な
宮
城
県
に
は
、
震
災

前
、
合
板
工
場
３
社
と
製
紙
工
場
２
工
場
が

立
地
し
て
お
り
、
全
国
で
も
上
位
の
木
材（
丸

太
）
需
要
量
を
有
し
て
い
た
。
発
災
後
、
沿

岸
部
に
立
地
す
る
合
板
、
製
紙
工
場
等
は
津

波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
内
陸
部
の

関
連
工
場
等
も
地
震
に
よ
る
設
備
・
建
物
の

損
壊
等
の
被
害
が
ほ
ぼ
全
て
の
工
場
で
発
生

し
た
。

県
は
発
災
直
後
か
ら
被
災
地
の
工
場
に
赴

き
、
被
災
状
況
や
要
望
を
取
り
ま
と
め
、
平

成
23
年
４
月
、
林
野
庁
長
官
の
石
巻
地
区
視

察
に
合
わ
せ
、
木
材
産
業
の
早
期
復
旧
支
援

の
要
望
書
を
業
界
団
体
か
ら
手
渡
し
た
。
５

月
に
成
立
し
た
国
の
第
１
次
補
正
予
算
で
は
、

新
た
に「
木
材
供
給
等
緊
急
対
策
事
業
」
が

創
設
さ
れ
、
さ
ら
に
11
月
に
成
立
し
た
第
３

次
補
正
予
算
で
は「
木
材
加
工
流
通
施
設
等

復
旧
対
策
事
業
」
が
創
設
さ
れ
た
。
県
は
こ

れ
ら
の
事
業
を
活
用
し
、
38
事
業
体
の
施
設

の
復
旧
を
支
援
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
災
害
復
旧
の
た
め
の
木
材
需
要

が
高
ま
る
中
、
一
度
手
放
し
て
し
ま
っ
た
販

路
の
回
復
は
難
し
く
、
県
は
新
た
な
需
要
を

開
拓
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
そ
こ
で
県
は
、

県
が
整
備
す
る
公
共
施
設
等
へ
の
県
産
材
の

積
極
的
な
活
用
に
関
す
る
方
針
を
定
め
る
た

め
、
平
成
23
年
10
月
に「
宮
城
県
の
公
共
建

築
物
に
お
け
る
木
材
利
用
の
推
進
に
関
す
る

方
針
」
を
策
定
し
、
平
成
24
年
３
月
に「
み

や
ぎ
材
利
用
拡
大
行
動
計
画（
平
成
19
年
１

月
策
定
）」を
改
定
し
た
。
こ
の
県
の
方
針
等

に
即
し
な
が
ら
、
災
害
公
営
住
宅
を
含
む
復

興
住
宅
等
へ
の
県
産
木
材
の
利
用
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

県
内
の
木
材
加
工
施
設
は
、
平
成
25
年
度

末
ま
で
に
復
旧
が
完
了
。
同
年
度
末
の
製
品

出
荷
額
は
４
１
１
億
円
（
平
成
22
年
度
比

１
５
１
％
）に
達
し
、
震
災
を
上
回
る
水
準
に

ま
で
回
復
し
た
。
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
国

の
地
方
創
生
予
算
を
活
用
し
、
新
た
な
建
材

と
し
て
期
待
が
高
ま
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

生産を再開した合板工場（石巻市） 被災した合板工場（石巻市）宮城県ＣＬＴ等普及推進協議会設立総会 木造災害公営住宅（登米市）

（単位：百万円）

（年度）

転
機
と
な
っ
た
取
組
等

！

主要被災工場の売上げ回復状況

区分 製材
（10）

合板
（3）

チップ
（3）

計
（16） 復旧率

震災前
（平成 22） 875 26,050 353 27,278 －

平成 23 407 9,986 230 10,623 39％

平成 24 1,084 24,993 3,228 29,305 107％

平成 25 1,379 33,579 6,163 41,121 151％

平成 26 1,384 32,151 6,010 39,545 145％

平成 27 1,574 33,383 6,533 41,490 152％

出典：東日本大震災～復旧・復興に係る宮城県農林水産部の対応記
録～第2集（平成24年度～27年度）（宮城県）

木
材
産
業
の
復
旧
・
復
興

40

Ⅵ
産
業
・
生
業
の
再
生

Ⅵ 

産
業
・
生
業
の
再
生
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工
場
が
県
か
ら
撤
退
し
て
し
ま
う

発
災
直
後
～
平
成
23
年
３
月
下
旬

沿
岸
部
の
被
災
工
場
の
状
況
を
直
接
確
認

震
災
前
の
本
県
の
木
材
産
業
は
、
石
巻
市
の
合
板
工

場
で
合
板
国
内
製
造
量
の
約
２
割
が
生
産
さ
れ
て
い
た

ほ
か
、
チ
ッ
プ
製
造
工
場
、
大
型
製
材
工
場
等
が
沿
岸

部
を
中
心
に
集
積
し
、
全
国
有
数
の
木
材
団
地
が
形
成

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
工
場
の
多
く
が
、
津
波
に
よ

り
建
屋
の
倒
壊
や
設
備
の
浸
水
、
製
品
や
原
料
の
流
出

等
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
操
業
停
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。

 

東
部
地
方
振
興
事
務
所
職
員

「
被
害
状
況
を
把
握
し
よ
う
に
も
電
話
が
通
じ
ず
、

ど
こ
に
連
絡
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
状
況
で

し
た
。
一
方
、
地
元
の
森
林
組
合
は
津
波
の
被
害
が

な
く
、
連
絡
が
と
れ
る
状
況
だ
っ
た
の
で
、
そ
ち
ら

に
赴
き
、
情
報
収
集
を
行
い
ま
し
た
。
森
林
組
合
の

方
た
ち
か
ら
、
合
板
工
場
の
方
々
が
ど
こ
に
避
難
し

て
い
る
の
か
を
伺
い
、
避
難
先
に
赴
い
て
聞
き
取
り

を
行
い
ま
し
た
」

「
18
日
に
情
報
収
集
の
た
め
、
地
元
合
板
工
場
の
当

時
の
常
務
さ
ん
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
そ
の
工
場
は

石
巻
工
場
だ
け
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
岩
手

の
工
場
も
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
話
さ
れ
、
沿
岸
部
の
工
場
の
被
害
の
大
き
さ
を
知

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

「
当
時
は
ま
だ
余
震
が
続
い
て
お
り
、
し
か
も
道
路

が
途
中
で
寸
断
さ
れ
て
い
た
の
で
、
徒
歩
で
現
地
に

向
か
い
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
工
場
建
屋
の
上
の
方
が

見
え
て
き
て
、
そ
の
と
き
は
目
立
っ
た
被
害
は
確
認

で
き
な
か
っ
た
の
で
安
心
し
た
の
で
す
が
、
工
場
の

近
く
ま
で
き
て
、
あ
然
と
し
ま
し
た
。
建
屋
の
半
分

か
ら
下
の
壁
が
、
全
て
津
波
に
流
さ
れ
て
い
た
の
で

す
」

「
被
害
が
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら

こ
の
ま
ま
合
板
工
場
が
宮
城
県
か
ら
撤
退
し
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
心
配
さ
え
感
じ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
お
会
い
し
た
工
場
の
社
長
さ
ん
が
、

宮
城
県
や
地
元
の
方
た
ち
の
支
援
で
こ
こ
ま
で
や
っ

て
こ
れ
た
、
な
ん
と
し
て
で
も
復
旧
・
復
興
を
目
指

す
ん
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
れ
た
。
非
常
に
力
強
い

言
葉
で
、
心
配
が
一
気
に
解
消
さ
れ
、
我
々
も
で
き

る
こ
と
は
な
ん
で
も
や
る
と
い
う
思
い
に
変
わ
り
ま

し
た
」

大
量
の
丸
太
が
行
き
場
を
失
う

平
成
23
年
３
月
25
日
～

被
害
規
模
を
３
０
０
億
円
と
推
計

石
巻
工
業
港
に
立
地
す
る
合
板
工
場
と
製
紙
工

場
、
製
材
工
場
は
津
波
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
い

た
。
そ
れ
は
、
県
内
外
の
大
量
の
丸
太
が
行
き
場
を
失
い
、

長
期
に
わ
た
り
森
林
整
備
や
木
材
生
産
の
停
滞
を
招
く

こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
被
害
額
等
を
推
計
し
、
対
策

を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
急
務
と
な
っ
た
。

し
か
し
沿
岸
部
で
は
被
災
者
救
助
や
行
方
不
明
者
捜

索
活
動
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
細
か
な
現
地
調
査
を
行

う
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
こ
の
た
め
県
は
、
国
土
地
理

院
及
び
民
間
航
空
測
量
会
社
提
供
の
航
空
測
量
写
真
や
、

宮
城
県
木
材
協
同
組
合
や
県
の
地
方
事
務
所
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
資
料
を
も
と
に
、
３
月
25
日
に
木
材
加
工
施
設

等
の
被
害
規
模
を
約
３
０
０
億
円
と
推
計
。

あ
わ
せ
て
、
復
旧
対
策
の
検
討
も
急
が
れ
、
３
月
末

か
ら
は
被
災
事
業
者
に
直
接
会
い
、
意
見
や
要
望
、
今

後
の
対
応
方
針
、
再
建
の
見
込
み
等
の
聴
取
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た

 

東
部
地
方
振
興
事
務
所
職
員

「
木
材
加
工
施
設
の
復
旧
が
至
上
命
題
で
し
た
。
と

い
う
の
も
石
巻
の
合
板
工
場
は
、
全
国
の
２
割
の
合

板
を
生
産
し
て
お
り
、
県
産
の
原
木
も
、
需
要
の
６

割
が
合
板
用
と
い
う
こ
と
で
、
大
部
分
が
石
巻
に
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
原
木
を
使
う
製
材
工
場
や
合
板

工
場
が
被
災
し
た
の
で
、
そ
の
被
害
は
計
り
し
れ
ず
、

被
害
規
模
を
推
計
す
る
と
と
も
に
、
復
旧
の
道
筋
を

立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

意
見
を
集
約
し
国
に
支
援
を
要
請

平
成
23
年
４
月
初
旬

林
野
庁
長
官
視
察
に
合
わ
せ
て
要
望
書
を
作
成

被
災
事
業
者
へ
の
聴
取
も
引
き
続
き
行
っ
て
い
る
最

中
、
４
月
６
日
に
林
野
庁
長
官
が
石
巻
へ
視
察
に
訪
れ

る
こ
と
が
決
定
し
た
。
県
で
は
、
業
界
団
体
と
共
に
こ

の
視
察
に
合
わ
せ
、
今
後
の
対
策
や
支
援
等
を
ま
と
め

た
要
望
書
を
作
成
し
、
当
日
、
長
官
に
手
渡
す
こ
と
と

な
っ
た
。
多
く
の
意
見
や
要
望
の
聴
取
を
行
っ
た
結
果

を
踏
ま
え
、
要
望
書
に
は「
応
急
対
策
へ
の
支
援
」と「
今

後
の
復
旧
・
復
興
へ
の
支
援
」の
２
点
を
明
記
し
、
業
界

団
体
の
代
表
か
ら
林
野
庁
長
官
に
手
渡
さ
れ
た
。
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「
山
側
の
素
材
生
産
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
状
況
で
、

山
の
方
で
は
仕
事
が
な
い
け
れ
ど
も
、
復
旧
工
事
で

使
う
木
杭
な
ど
は
供
給
可
能
な
の
で
、
で
き
る
だ
け

県
内
の
物
を
優
先
し
て
使
っ
て
ほ
し
い
、
そ
れ
が
雇

用
の
維
持
に
役
立
つ
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
懸
命
に
訴

え
ま
し
た
」

「
応
急
対
策
へ
の
支
援
と
し
て
、
ま
ず
工
場
か
ら
流

出
し
た
原
木
の
回
収
に
要
す
る
経
費
の
支
援
、
ま
た
、

県
内
の
工
場
が
停
止
し
た
こ
と
で
木
材
の
出
荷
先
が

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
工
場
が
復
旧
す
る
ま
で

の
間
、
被
災
地
以
外
に
木
材
を
運
び
、
林
業
を
維
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
運
搬
経
費
の
支
援
を
要

望
し
ま
し
た
」

「
生
産
施
設
な
ど
の
今
後
の
復
旧
・
復
興
へ
の
支
援

と
し
て
は
、
被
災
し
た
工
場
な
ど
の
が
れ
き
の
撤
去

か
ら
、
再
設
置
ま
で
の
支
援
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
林
野
庁
で
打
ち
出
し
た
第
１
次
補
正
予
算

に
は
、
こ
れ
ら
の
要
望
が
反
映
さ
れ
ま
し
た
。
地
元

の
業
界
の
方
々
の
意
見
が
、
国
に
受
け
止
め
て
も
ら

え
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

で
き
る
こ
と
は
な
ん
で
も
や
る

平
成
23
年
４
月
下
旬

復
旧
・
復
興
計
画
の
検
討

４
月
18
日
よ
り
、
県
内
の
素
材
生
産
事
業
者
、
木
材

加
工
関
連
事
業
者
等
の
関
係
団
体
の
訪
問
を
開
始
し
、

今
後
の
林
業
・
木
材
産
業
に
係
る
復
旧
・
復
興
計
画
の

策
定
に
向
け
て
、
被
災
事
業
者
・
関
係
団
体
と
意
見
交

換
を
重
ね
た
。

意
見
・
要
望
は
次
の
４
点
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

●
復
旧
・
復
興
用
木
材
の
安
定
供
給
、
県
産
材
の
供
給　

先
の
再
生
に
向
け
、
被
災
工
場
を
支
援
し
、
早
期
再

建
を
図
る
こ
と　

●
林
業
・
木
材
産
業
維
持
の
た
め
、
受
入
れ
が
停
止
さ

れ
た
合
板
・
チ
ッ
プ
用
丸
太
、
チ
ッ
プ
の
流
通
を
支

援
す
る
こ
と

●
林
業
・
木
材
産
業
の
技
術
を
活
用
し
、
木
質
系
震
災

廃
棄
物
の
効
率
的
な
除
去
と
利
用
を
図
る
こ
と

●
住
宅
等
の
再
建
を
支
援
し
、
復
興
を
支
え
る
木
材
供

給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
促
進
す
る
こ
と

 

東
部
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興
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「
国
の
第
１
次
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
石
巻
の
合

板
工
場
、
製
材
工
場
等
の
復
旧
事
業
費
は
90
億
円
で
、

林
野
庁
の
予
算
の
７
割
を
東
部
地
方
振
興
事
務
所
で

扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

「
調
整
会
議
で
は
、
復
旧
の
見
通
し
や
原
木
の
受
入

見
込
み
な
ど
の
情
報
の
共
有
を
図
り
、
生
産
再
開
後
、

山
か
ら
の
原
木
供
給
が
円
滑
に
進
む
よ
う
調
整
を
図

り
ま
し
た
」

「
管
内
製
材
工
場
な
ど
を
訪
問
し
、
被
災
状
況
や
要

望
な
ど
を
聞
き
取
り
し
な
が
ら
、
復
旧
に
必
要
な
融

資
や
補
助
事
業
等
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
補
助
事

業
に
慣
れ
て
い
な
い
製
材
工
場
に
つ
い
て
は
、
手
続

の
支
援
を
行
い
ま
し
た
」

「
機
械
を
修
理
す
る
た
め
の
補
助
は
、
多
く
の
書
類

に
写
真
な
ど
を
添
付
し
て
準
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
被
災
工
場
で
は
、
そ
の
対
応
も
困
難
な
状

況
で
し
た
。
国
の
補
助
な
の
で
、
会
計
検
査
に
も
応

じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
の
検
査
を
き
ち
っ
と

ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
、
書
類
づ
く
り
の
支
援
を
行
い

ま
し
た
」

「
震
災
前
は
、
個
々
の
企
業
を
直
接
補
助
す
る
と
い

う
制
度
は
基
本
的
に
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
し
か
し

震
災
が
起
き
、
国
の
補
助
要
件
の
中
に
、
直
接
支
援

を
要
件
緩
和
と
し
て
盛
り
込
ん
で
ほ
し
い
と
、
県
か

ら
国
に
要
望
を
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
直
接
支
援
が

実
現
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

「
国
の
補
助
事
業
か
ら
漏
れ
て
し
ま
っ
た
製
材
工
場

に
も
一
通
り
足
を
運
び
ま
し
た
。
県
と
し
て
何
も
支

援
で
き
な
い
中
で
も
、
被
災
時
の
状
況
な
ど
い
ろ
い

ろ
話
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
県

の
調
査
で
対
応
い
た
だ
け
な
か
っ
た
製
材
工
場
に
も

協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

こ
の
４
点
を
軸
に
、
国
の
第
１
次
補
正
予
算
の
要
望

を
取
り
ま
と
め
、
林
野
庁
に
要
請
し
な
が
ら
、
復
旧
・

復
興
へ
の
道
筋
を
立
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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「
４
月
22
日
に
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
、
木
材
供
給
等
緊
急
対
策
事
業
（
第
１
次
補

正
予
算
）
に
向
け
た
、
事
前
要
望
等
打
合
せ
説
明
会

を
開
き
、
意
見
や
要
望
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容

を
、
木
材
供
給
等
緊
急
対
策
事
業
に
対
す
る
要
望
と

し
て
、
３
、
４
日
で
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
で
き
る

こ
と
は
な
ん
で
も
や
る
、
そ
の
思
い
が
強
か
っ
た
で

す
」個

々
の
企
業
を
直
接
補
助

平
成
23
年
５
月
下
旬
～

工
場
の
復
旧
・
生
産
再
開
へ
の
支
援

５
月
に
成
立
し
た
国
の
平
成
23
年
度
第
１
次
補
正
予

算
で
は
、
新
た
に「
木
材
供
給
等
緊
急
対
策
事
業
」が
創

設
さ
れ
、
県
は
こ
れ
を
活
用
し
、
主
要
な
木
材
加
工
流

通
施
設
の
復
旧
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

木
材
供
給
等
緊
急
対
策
事
業
を
開
始
す
る
に
当
た
り
、

要
望
の
あ
っ
た
各
事
業
体
を
対
象
に
、
６
月
10
日
に
事

務
手
続
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
補

助
金
交
付
手
続
等
の
支
援
を
随
時
行
い
な
が
ら
、
早
期

に
工
場
の
復
旧
が
進
む
よ
う
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
県

産
原
木
の
主
要
な
用
途
で
あ
る
合
板
の
各
工
場
と
、
森

林
組
合
等
の
原
木
を
生
産
す
る
団
体
・
企
業
、
県
等
が

構
成
員
と
な
っ
て
い
る「
合
板
用
県
産
材
の
供
給
等
に

係
る
調
整
会
議
」
を
随
時
開
催
し
、
工
場
稼
働
後
、
合

板
生
産
に
必
要
な
原
木
が
円
滑
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
情

報
共
有
を
図
っ
た
。

そ
の
結
果
、
６
月
下
旬
に
大
型
製
材
工
場
が
稼
働
を

開
始
す
る
と
と
も
に
、
各
合
板
工
場
も
７
月
以
降
に
順

次
稼
働
を
開
始
し
た
。

販
売
ル
ー
ト
が
戻
っ
て
こ
な
い

平
成
23
年
11
月
～

工
場
の
操
業
開
始
と
新
た
な
課
題

津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
合
板
工
場
や
製

材
工
場
は
、
国
の
木
材
供
給
等
緊
急
対
策
事
業（
第
１

次
補
正
予
算
）と
と
も
に
、
11
月
に
成
立
し
た
国
の
平
成

23
年
度
第
３
次
補
正
予
算
に
よ
り
新
た
に
創
設
さ
れ
た
、

「
木
材
加
工
流
通
施
設
等
復
旧
対
策
事
業
」の
後
押
し
も

あ
り
、
着
々
と
復
旧
が
進
ん
だ
。

原
木
供
給
も
増
え
つ
つ
あ
る
中
、
引
き
続
き「
合
板

用
の
県
産
材
の
供
給
等
に
関
す
る
調
整
会
議
」
を
開
催

し
、
各
合
板
工
場
の
稼
働
状
況
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
需
要

と
供
給
可
能
な
数
量
を
出
し
合
い
、
受
入
れ
の
見
込
み

等
の
情
報
の
共
有
を
図
っ
た
。
同
時
に
、
今
後
の
木
材

の
販
売
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
不
安
や
懸
念
の
声
も
あ
が

り
、
木
材
の
新
た
な
需
要
先
の
開
拓
や
、
木
材
需
要
喚

起
の
た
め
の
取
組
が
議
題
に
上
っ
た
。
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「
会
議
の
場
で
話
が
出
た
の
が
、
工
場
は
復
旧
し
た

け
れ
ど
、
販
売
ル
ー
ト
が
止
ま
っ
て
い
る
間
、
別
の

方
に
ル
ー
ト
が
行
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
が
戻
っ
て

こ
な
い
ん
だ
と
。
元
の
供
給
元
が
供
給
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
震
災
で
木
材
の
供
給
が

厳
し
い
時
期
に
供
給
を
対
応
し
て
く
れ
た
と
こ
ろ
を
、

止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
、
新
た
な
需
要

を
開
拓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
」

「
ま
ず
は
県
内
の
市
町
村
で
木
材
を
率
先
し
て
使
っ

て
も
ら
お
う
と
、
地
元
の
製
材
工
場
や
合
板
工
場
で

作
っ
て
い
る
製
品
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手

づ
く
り
し
て
、
市
町
村
に
出
向
い
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

し
た
。
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
少
し
で
も
探
し
、

木
材
産
業
の
復
興
に
つ
な
げ
て
い
く
、
そ
ん
な
思
い

で
日
々
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
」

「
木
材
の
需
要
先
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
が
、
市
町

の
公
共
施
設
関
係
で
、
例
え
ば
災
害
公
営
住
宅
な
ど

で
し
た
。
ま
た
、
合
板
に
つ
い
て
は
、
選
挙
用
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
す
る
看
板
に
使
え
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
」

「
平
成
23
年
の
11
月
に
県
議
会
選
挙
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
女
川
町
で
初
め
て
石
巻
産
の
合
板
で
選
挙

看
板
を
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
取

組
が
徐
々
に
広
ま
り
、
翌
年
は
東
松
島
市
、
石
巻
市

で
も
合
板
を
使
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
全

県
の
主
要
な
市
町
を
回
っ
て
、
選
挙
看
板
に
ぜ
ひ
石

巻
の
合
板
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
要
望
活
動
を
し
ま

し
て
、
平
成
25
年
に
は
10
市
町
で
合
板
を
選
挙
看
板

に
使
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
内
市
町
以
外
に
も
、

港
区
が
復
興
支
援
の
た
め
、
東
京
都
議
選
の
際
に
活

用
し
て
く
れ
ま
し
た
」

復
興
住
宅
に
地
域
材
を

平
成
24
年
～

県
産
材
利
用
の
方
針
策
定

選
挙
看
板
は
新
た
な
木
材
利
用
の
需
要
先
の
一
つ

と
な
っ
た
が
、
使
用
す
る
合
板
の
量
は
限
ら
れ
て
お
り
、

本
格
的
な
木
材
需
要
先
は
、
や
は
り
災
害
公
営
住
宅
を

含
む
復
興
住
宅
で
あ
っ
た
。
県
は
、
県
が
整
備
す
る
公

共
施
設
等
へ
の
県
産
材
の
積
極
的
な
活
用
に
関
す
る
方

針
を
定
め
る
た
め
、
平
成
23
年
10
月
に「
宮
城
県
の
公

共
建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用
の
推
進
に
関
す
る
方
針
」

を
策
定
し
、
平
成
24
年
３
月
に「
み
や
ぎ
材
利
用
拡
大

行
動
計
画（
平
成
19
年
１
月
策
定
）」を
改
定
。
こ
れ
に

よ
り
災
害
公
営
住
宅
を
含
む
公
共
施
設
の
木
材
利
用
の

促
進
に
向
け
た
市
町
の
方
針
づ
く
り
が
始
ま
り
、
平
成

24
年
４
月
よ
り
各
市
町
に
対
し
て
、
復
興
住
宅
等
へ
の

活
用
を
明
示
し
た
市
町
木
材
利
用
促
進
方
針
策
定
の
原

案
づ
く
り
の
指
導
を
行
っ
た
。

何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か

Ⅵ 

産
業
・
生
業
の
再
生



6 5

 

東
部
地
方
振
興
事
務
所
職
員

「
被
災
市
町
の
職
員
は
皆
忙
し
か
っ
た
の
で
、
方
針

の
原
案
は
基
本
的
に
県
で
作
り
、
最
後
の
方
に
『
復

興
住
宅
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
木
材
利
用
に
努
め

る
』
と
明
記
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
」

「
原
案
と
と
も
に
、
上
層
部
に
も
説
明
で
き
る
よ
う

に
逐
条
解
説
も
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
書
式

で
か
ま
わ
な
い
の
で
、
決
裁
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い

と
い
う
形
で
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
復
興
住
宅
整
備

へ
の
木
材
利
用
を
明
記
し
た
方
針
と
し
て
は
初
め
て
、

６
月
に
女
川
町
で
策
定
さ
れ
、
そ
の
後
東
松
島
市
と
、

７
月
早
々
に
は
石
巻
市
が
続
い
て
く
れ
ま
し
た
」

「
協
議
会
形
式
」の
新
し
い
受
発
注

平
成
25
年
度
～

地
域
の
工
務
店
の
グ
ル
ー
プ
化
を
推
進

県
は
地
元
の
木
材
を
復
興
住
宅
等
で
使
っ
て
も
ら
う

た
め
の
方
針
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
災
害
公
営

住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市
町
が
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構（
Ｕ
Ｒ
）と
協
定
を
締
結
し
Ｕ
Ｒ
が

整
備
し
た
上
で
買
い
取
る
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
同

様
に
県
産
材
を
活
用
す
る
地
域
の
工
務
店
等
の
グ
ル
ー

プ
が
市
町
と
協
定
を
締
結
し
災
害
公
営
住
宅
を
整
備
で

き
る
よ
う
、
地
元
の
工
務
店
等
の
組
織
化
に
も
取
り
組

ん
だ
。
そ
の
結
果
、
南
三
陸
町
で
は「
協
議
会
方
式
」と

い
う
新
た
な
受
発
注
形
式
が
生
ま
れ
た
。
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「
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
町
の
多
く

は
Ｕ
Ｒ
に
お
願
い
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
Ｕ
Ｒ

に
対
し
て
県
産
材
活
用
を
要
請
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
Ｕ
Ｒ
の
復
興
支
援
本
部
の
事
務
所
が
仙
台
に
で

き
ま
し
た
の
で
、
Ｕ
Ｒ
の
仕
様
書
に
地
元
の
木
材
を

使
う
こ
と
を
明
記
し
て
も
ら
え
な
い
か
、
何
回
か
陳

情
に
行
き
ま
し
た
。
た
だ
仙
台
の
方
で
は
決
め
ら
れ

な
い
と
の
こ
と
で
、
新
宿
に
あ
る
設
計
本
部
に
業
界

の
人
た
ち
と
一
緒
に
要
請
文
を
持
参
し
ま
し
た
」

「
市
町
村
が
災
害
公
営
住
宅
を
発
注
す
る
と
き
は
、

入
札
が
普
通
で
す
が
、
設
計
や
発
注
な
ど
に
手
間
や

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
地
元
の
木
材
を
使
っ
て
建
設

し
て
も
ら
う
た
め
、
地
元
の
工
務
店
や
木
材
生
産
者

な
ど
が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
市
町
は
そ
の
グ

ル
ー
プ
と
協
定
を
結
ぶ
、
要
は
随
意
契
約
の
よ
う
な

形
式
の
協
議
会
方
式
に
し
ま
し
た
。
県
職
員
が
提
案

し
て
、
最
初
に
南
三
陸
町
で
実
施
し
ま
し
た
」

「
地
元
の
工
務
店
を
グ
ル
ー
プ
化
し
た
い
と
い
う
動

き
が
あ
り
相
談
に
も
応
じ
ま
し
た
が
、
町
内
に
も
派

閥
が
あ
っ
て
、
一
緒
に
な
る
の
は
困
難
だ
と
い
う
ケ

ー
ス
も
出
て
き
て
、
そ
の
調
整
な
ど
も
行
い
ま
し

た
」

「
石
巻
市
の
方
で
は
、
県
と
様
々
な
会
議
を
行
い
、

連
携
し
て
い
る
工
務
店
の
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
の
で
、

そ
ち
ら
も
引
き
込
み
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
化
へ
の
取

組
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
10
月
に
石
巻

地
元
工
務
店
協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
、
翌
年
２
月
に

は
市
と
協
定
を
結
び
、
地
元
の
災
害
公
営
住
宅
に
地

域
材
を
使
う
仕
組
み
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
」

震
災
前
を
上
回
る
水
準
に
回
復
！

平
成
25
年
度
～

新
た
な
間
伐
事
業
を
展
開

木
材
加
工
等
施
設
の
復
旧
は
平
成
25
年
度
に
全
て
完

了
し
、
同
年
度
末
の
製
品
出
荷
額
は
４
１
１
億
円（
平

成
22
年
度
比
１
５
１
％
）、
震
災
を
上
回
る
水
準
に
ま

で
回
復
し
た
。
木
材
需
要
の
回
復
に
と
も
な
い
、
新
た

な
間
伐
事
業
に
も
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
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「
平
成
24
年
あ
た
り
は
、
販
売
ル
ー
ト
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
相
談
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

平
成
25
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
逆
に
木
材
が
足
り
な

い
と
い
う
よ
う
な
話
が
出
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
」

「
木
材
不
足
が
懸
念
さ
れ
始
め
、
県
独
自
で
復
興
用

の
木
材
を
生
産
す
る
た
め
の
間
伐
事
業
を
森
林
整
備

課
で
作
り
ま
し
た
。
ま
た
森
林
が
か
な
り
成
熟
し
て

お
り
、
切
り
時
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
皆
伐
し
た

後
に
再
造
林
を
行
う
事
業
も
作
り
、
木
材
供
給
を
進

め
ま
し
た
。
間
伐
事
業
の
方
で
供
給
さ
れ
た
木
材
は
、

南
三
陸
町
役
場
の
再
建
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
」

木
材
不
足
を
解
消
す
る
新
素
材

平
成
26
年
度
～

Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
の
導
入
を
検
討

木
材
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
新
規
の
間
伐
事
業
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
建
材
を
導
入
し
て
い
く

こ
と
も
課
題
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ

（
直
交
集
成
板
）に
対
す
る
期
待
が
国
内
で
高
ま
り
を
見

せ
始
め
、
平
成
26
年
11
月
、
国
土
交
通
省
と
林
野
庁
が

「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」 

を
公
表
し

た
。
県
に
お
い
て
も
、
平
成
26
年
度
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
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「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
は
、
厚
み
の
あ
る
製
材
を
重
ね
て
接
着

剤
で
張
り
合
わ
せ
た
木
材
パ
ネ
ル
で
、
そ
の
工
法
を

日
本
に
も
導
入
し
て
、
国
産
材
の
需
要
を
拡
大
し
て

い
こ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
き
ま
し
た
」

「
災
害
公
営
住
宅
で
、
県
産
の
杉
の
木
材
を
た
く
さ

ん
使
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
さ
て
、
こ
の
後
ど

う
し
よ
う
と
い
う
の
は
、
地
域
の
工
務
店
の
方
々
も

思
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
今

ま
で
Ｒ
Ｃ
工
法
と
い
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル
で
使

っ
て
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
板
を
、
木
材
で
置
き
換

え
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
進
ん
で
お
り
、

着
目
さ
れ
始
め
て
い
ま
し
た
」

「
平
成
27
年
２
月
、
福
島
県
の
会
津
地
方
で
東
北
初

の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
集
合
住
宅
が
竣し
ゅ
ん工

し
た
の
で
、
視
察
に
行
き
、
そ
こ
で
宮
城
県
内
の
製

材
工
場
の
担
当
者
と
も
お
会
い
し
て
、
い
ろ
い
ろ
情

報
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使

う
と
い
う
の
は
、
た
だ
木
材
を
使
う
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
て
、
新
し
い
建
築
方
法
を
作
る
と
い
う
こ
と

な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

「
県
内
で
も
被
災
し
た
石
巻
の
合
板
工
場
の
方
で
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
を
作
る
と
い
う
情
報
を
頂
い
た
の
で
、

宮
城
県
で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

平
成
26
年
か
ら
リ
サ
ー
チ
を
始
め
ま
し
た
。
宮
城
県

の
利
点
と
し
て
は
、
仙
台
市
の
よ
う
な
大
都
市
の
近

く
に
、
木
材
を
大
量
に
加
工
で
き
る
合
板
工
場
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
」

新
建
材
の
期
待
が
高
ま
る
C
L
T

平
成
27
年
度
～

宮
城
県
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
普
及
推
進
協
議
会
を
設
立

平
成
27
年
度
、
県
は
国
の
地
方
創
生
予
算
を
活
用
し
、

新
た
な
建
材
と
し
て
期
待
が
高
ま
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
普
及
推
進

組
織
の
立
ち
上
げ
に
取
り
組
ん
だ
。

平
成
28
年
２
月
２
日
、「
宮
城
県 

Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
普
及
推
進

協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
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「『
宮
城
県 

Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
普
及
推
進
協
議
会
』
で
は
、

主
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法
の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
多
賀
城
市
に
あ
る
ナ
イ
ス
株
式
会
社
が
、
被

災
し
た
物
流
倉
庫
を
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
で
再
建
し
た
の
で

視
察
に
行
っ
た
り
、
実
際
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
製
造
す
る
工

場
を
見
学
し
た
り
し
て
、
建
築
物
に
お
け
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ

の
可
能
性
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
き
ま
し
た
」

「
木
材
と
い
う
の
は
国
際
商
品
で
あ
り
、
日
本
は
木

材
自
給
率
が
ま
だ
４
割
に
し
か
達
し
て
お
ら
ず
、
為

ん
と
意
思
疎
通
を
図
っ
て
お
け
ば
、
震
災
時
に
物
事

が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
日
頃

か
ら
地
域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
連

携
を
取
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
」

初
動
の
遅
れ
の
改
善
を
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「
被
災
し
た
地
方
振
興
事
務
所
が
被
災
現
場
の
一
番

近
く
に
い
る
の
に
、
一
番
情
報
を
も
っ
て
い
な
い
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
県
庁
で
あ
れ
ば
、
非
常
電
源

が
あ
り
、
自
衛
隊
や
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
空
撮
の
中
継

な
ど
で
被
害
状
況
が
分
か
る
。
し
か
し
、
実
際
被
災

し
た
事
務
所
は
、
通
信
手
段
も
な
く
、
電
源
も
閉
ざ

さ
れ
て
い
る
の
で
、
テ
レ
ビ
も
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ラ
ジ
オ
か
ら
の
情
報
を
頼
り
に
す
る
く
ら
い
で
し
た
。

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
と
き
も
そ
う
思
っ
て
い
た

の
に
、
今
回
の
大
震
災
の
と
き
に
改
め
て
、
そ
こ
が

改
善
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
痛
感
し
、
結
果
的
に
初

動
の
遅
れ
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
」

ア
イ
デ
ア
を
文
字
に
し
て
お
く
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「
有
事
の
と
き
で
も
県
民
の
方
々
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
日
々
の
業
務
の
中
で
、
自
分
で
思
う

こ
と
や
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
、
文
字
に
起
こ
し
て
お
く

こ
と
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
役

立
ち
ま
す
。
意
識
を
高
く
も
っ
て
、
業
務
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
」他

県
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
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「
同
じ
業
務
を
し
て
い
る
都
道
府
県
の
職
員
の
方
々

と
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
有
効
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
事
業
を
拡
大
す
る
と
き
に
、
先
に
や
っ
て
い
た

高
知
県
の
方
々
と
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
か
あ
っ
た
と
き
、
行
政
は
ど
う
対
応
し
た
ら
い
い

の
か
、
ま
ず
上
司
に
相
談
し
ま
す
が
、
横
の
つ
な
が

り
で
解
決
す
る
こ
と
も
あ
り
、
他
の
都
道
府
県
と
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら

県
を
越
え
て
広
域
に
連
携
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

日
頃
か
ら
の
林
業
・
木
材
産
業
関
係
者
と
の　

連
携今

回
の
震
災
で
は
、
震
災
前
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
た

「
合
板
用
県
産
材
の
供
給
等
に
係
る
調
整
会
議
」
等
を

通
じ
、
県
と
森
林
組
合
、
合
板
工
場
等
の
林
業
・
木
材

産
業
関
係
者
と
の
日
頃
の
連
携
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
被

災
状
況
の
把
握
や
国
へ
の
要
望
書
の
取
り
ま
と
め
が
円

滑
に
行
わ
れ
、
国
に
よ
る
新
た
な
災
害
復
旧
事
業
の
創

設
に
つ
な
が
っ
た
。
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
に
向
け
、

県
産
木
材
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
も
、
丸
太

を
生
産
す
る
森
林
組
合
や
素
材
生
産
業
者
と
、
丸
太
を

加
工
す
る
合
板
工
場
、
製
材
工
場
等
と
の
連
携
が
重
要

で
あ
り
、
今
後
も
県
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
な
り
、

林
業
・
木
材
産
業
関
係
者
間
で
の
連
携
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

替
の
地
価
レ
ー
ト
や
、
海
外
の
住
宅
の
着
工
数
、
海

外
か
ら
入
っ
て
く
る
丸
太
の
量
に
も
振
り
回
さ
れ

や
す
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、

地
元
の
人
た
ち
で
地
元
産
の
物
を
作
り
、
使
っ
て
い

く
の
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
新
た
な
建
材
の
取
組
に

も
力
を
注
い
で
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
」

木
材
業
界
関
係
者
と
思
い
を
一
つ
に
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「
震
災
を
機
に
木
材
関
係
の
方
々
と
、
よ
り
顔
が
見

え
る
関
係
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
音
で
話
す
こ

と
が
以
前
よ
り
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
木
材

加
工
施
設
が
打
撃
を
受
け
ま
し
た
が
、
早
期
に
復

旧
復
興
を
し
て
木
材
産
業
を
再
生
し
て
い
く
と
い
う

思
い
は
一
緒
で
し
た
。
目
標
が
共
有
で
き
て
い
れ
ば
、

協
力
し
な
が
ら
挑
戦
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
」

県
職
員
の
立
場
が
明
確
に
な
っ
た

 

林
業
振
興
課
職
員

「
県
職
員
は
、
災
害
時
に
と
て
も
頼
ら
れ
る
立
場
に

い
る
こ
と
を
、
業
務
を
通
じ
て
経
験
し
ま
し
た
。
頼

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
期
待
に
は
精
い
っ

ぱ
い
応
え
て
い
き
た
い
。
求
め
て
く
れ
る
人
が
い
て
、

そ
れ
に
対
し
て
精
い
っ
ぱ
い
応
え
る
と
い
う
の
が
、

震
災
を
経
験
し
て
、
よ
り
明
確
に
な
り
ま
し
た
」

平
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要

 

東
部
地
方
振
興
事
務
所
職
員

「
日
頃
か
ら
地
域
の
方
々
、
我
々
で
す
と
森
林
組
合

や
製
材
関
係
の
事
業
者
さ
ん
な
ど
、
関
係
者
の
皆
さ

災
害
対
応
の
経
験
か
ら 

学
ん
だ
こ
と

今
後
の
災
害
対
応
に 

向
け
た
取
組
等

←ウェブサイトでも
　御覧いただけます

参
照

記
録
誌
等

・東
日
本
大
震
災
～
発
災
か
ら一
年
間
の
災
害
対
応
の
記
録
～

（
宮
城
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
総
務
課
・
平
成
25
年
６

月
）

・
東
日
本
大
震
災
～
復
旧
・
復
興
に
係
る
宮
城
県
農
林
水
産

部
の
対
応
記
録
～
第
２
集（
平
成
24
～
27
年
度
）（
宮
城
県

農
林
水
産
部
・
平
成
29
年
９
月
）

東部地方振興事務所　

林業振興課

東部地方振興事務所

後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

※
所
属
は
本
テ
ー
マ
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
当
時
の
も
の

Ⅵ 

産
業
・
生
業
の
再
生


